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30.農家の穀物倉庫における害虫の分布および季節的消長半 桐谷童治(京都大学良学部昆虫学

研究室) 33.8.30 受理

米および大麦を俵税みにして収納した出家貞雄内において石鹸水 トラ■ップを使用して,害虫のf油

田における分布,個体数の季節消長, またクロールピク.)ンくん蒸後の個体数,種類相の変化を調

査した.

■は じ め に

穀物倉枠内の害虫の季節的消長および分布を定立的

に調査したものはほとんどない.これはその方法に多

くの困難をともなうためであったが,筆者は,従来の

抜き取り法以外に,石鹸水 トラップを使用することに

よって技術的な困難を解決しえた.

･( ここに結果を報告するにあたり,終始卸指等を周っ

た円田俊郎教授に厚くお礼を申上げる.また鞄超目の

同定をしていただいた西京大学中根猛彦助教授,種々

の抑助言者して下さった河野達郎助教授はじめ研究室

の諸氏にお礼を申し上げる.
I

調査対象と方法

大阪府枚方市内の1袋家の穀物愈砧を班用した･倉

掛 ま土造りで南北 8m,東西 4m,高さ 5m で南DU

に 50cm 四方の窓が1つ,西側に幅 2m の入口があ

る.

調査期間は 1954年5月30日rl1月3日の間, くん

.茶は前年にはおこなわなかったが,1951年には8月4

日より4日間 1000立方尺に1ポンドの割合でクロー

ルピク.)ンくん兼をおこなった (節 1回).

,前年度に収超した玄米33位は10位ずつ一位揃式に5メ
1段につまれ,小麦は5つのフゴに入れて倉帖円の中央

､ 部につまれていた.初夏に収位された大麦はパラ杭み

のまま戸外で乾煉したのち,くん蒸時に20位を-抜群

･x京都大学段学部昆虫学研究室菜畝 茄318号.

161.

式に10位ずつ合作円に研み処理した.

玄米俵は調査期間中不定期に 2-3位ずつ放出され,

調査末期に大畠の搬出がおこなわれて最後には2位に

なったが,12回の調査中9回までは20位以上がつねに

収納されていた･･大麦は調査期間中に2位救出さ叫た

のみである.小麦も1フゴが放出されただけである.I

害虫の琵類および個体数は,主として トラップによ

り調べたが,祁助的に抜き取り法と樟識法を班用した.

トラップは,GOldip.㌔Lの例にならい市販め粉石鹸と

水を 6:500の割合 でよく混ぜ, 高さ2.7cm,荏

ll.3cm のバットに入れ毎回 20-25個を雌内に立体

的に設起した 約5ケ月の調査期間中に大体等間隔の

r ■ILtll..丁.･.-~一-1l
l

Fig.1.IllllStrat三〇nofthepremisesinvestigated.
+.:releasedpointofmarked riceweevils.

● :positionoftrap.
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期間をおいて12回 (くん?JVEITJ後にそれぞれ6回). ト

ラップに誘殺された昆虫の柾頴と数を調べた.石鹸水

は調査矧 こ新しい紋とかえた.

米麦位円の苦虫の密度を田接iこ調べるため頁iIj-製の

=正に合せた円筒からなる抜き取 りぎゃを拭った.抜

き取 りは抜去両より5cm 下の米麦粒 を1回約 15g

とった.

コクゾウ Calandr30Ty=a_Qの移動能力とトラップ

の効率をみるため白色セルベットで標白をほどこした

200頭のコクゾウを雄円中心で放し,その後 トラップ

に誘殺されたものを調べた.

調査時には米温と旅外温を測定した.米温は5段目

の位の中心部で測定したが,米俵が搬出されたため5

段位がなくなった時は,一番上層部の米位を代用した.

米温は5月末より7月中旬の期間は 20-250,位夕t温

は22-290を示し一般に米配は印列配よりも低い.7

月中旬より9月中旬の期間は,米温 26.5.-29.50,位

タl温26-32.50で米温はnl外温と等しいか,1-20高

い位を示す.この頃向は10月初旬でも同様であるが

米臥 碓外温とも200以下になり,11月初旬には,栄

温140で雄外配より30も低い位を示した. 米配は春,

EZにはTtti内および畑外温より低く,秋冬には逆に高く

なるといわれるが7㌧ この調査でも11月初旬の測定値

以タは この鹿向がみられた. また調査末期の10月以

タは 米瓜は20-300の福田にあり,大部分の昆虫にと

って究雅可誰の範囲にあったと考えられる.

昆虫の種類と個体数

総計 22,616頭,40超現以上が誘殺された (節1蓑).

8月初旬に行iたくん蒸を暁として昆虫相はいちじる

.しく変った.くん蒸前の全誘殺虫数の約90%をコクゾ

ウが占め,これに次いでオオコクヌス トTenebro'2'des

maLEn'Eanlcusが7%,J残 りの 3%をこれら2軽以外

のものが占めた.

くん蒸後それまでの誘殺虫の大半を占めていたコク

ゾウ,オオコクヌス トの個体数が激減し,他方それま

でほとんどみられなかった軽fiが増加した結果,各軽

昆虫の示す相対額皮は時とともに大きくかわった.

くん蒸後の相対都度は,コクゾウ35.4%,イエヒメ

ア])Monomoriumphal･aOnl',I28..1%,コメノケシ

キスイ CalPoPhE'lusI,L'!osellus20.8形,寄生蜂 7.5

%,コナマダラメイガ EphesELlacaulella3.2%, オ

オコクヌス ト2.1,03,チャタテムシ軒 1.9%であった.

また時間的な俊占軽の推移は,コクゾウ.･コクゾウ

･イエヒメアリー◆イエヒメアリーナコメノケシキスイー◆

コやゾウと変った (第2回)･

100所以上の個体が誘殺されたものを多い唄にあげ

Table1.ListofiI】SCCtS Callghtby soap-

Solutiontr'-.ps,andtheirml_mbersshowiD.giI!
decreasiz)_gorderoftheirabundap.ce.Numberofinsects

trapped

CalarzdraorJTae

Monomon'ulnf･haT.Conif

CaTtOPhl'lLLfPiLosell〟S5)

TeTlebroidesmaun'LaTZicus

Parasites

NeocaEolaccusmamezoPhagus
LaT･iophagusdistE'ngendus
ML'CrobraconhebeLor

EphestiacauLLlla

SiEoErogacerealella

Psocidstnidentified

CrJlPLoPhL'luscr)やLoPhagoides

PlodL'ainleT'Puncle.Tla

MicroICOleopteraadults

(Mostof血eTnbe一ongto･
Cryptophilusspp.orHolopara･
mecu∫spp.)

Aphomiagu.Tan's

Ho.TobaramecuseZliz･tzlcus
Cherifersutllder-.tified

HolopaT･ameCuSdepressus

PalOTtErratZeb〝rgi
Trz'boIEumca'staneum

Tenebn-.0-LobsLuru.･

DipteraadlユltslI.nideD.tified

Tt'TZCaPe.TIL'onella

Lepidopteralarvae1,J31dentified

CLelWlepE'smavillクSa ･

Bl上砂sJfゆ07WnSEs

Carlodereruft'col.TE'S?

PL'ezosteLhusflavt'pes?
DL'noderusTninuLus

DL'estrammenaJ(ゆonica

McgasEernumdislz'1ZCLum

Nemaz,ogoltgraneHa
NL'cobL'um castaneum

AEomariaZewZsi

Typhaeastercorea

CTyPtolestessp.

OryZaepht'lussurinamensiS
Anthrenusverbasci

Dermesteslarvallnidentified

OIZEhophagus/enzz'i

Grl･ZlulusmE'LTalus

15962

2111

1564

1581

567

tnSS
151

147

約

54

42

お

節

17

13

9

7

7

6

4

4

4

3

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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IFig.2.Seasonalprevalenceoftotalnumber

ofinsectstrapped'(above).Eachcolm チre-
presentsrelativeabundanceofinsectspecleSat

respectivesurvey(below)･Nnmer王Cal lett?rs
inthecolum nsrepresent;1:Calandraoヮ zae,

2:TenebroidesmauriLanicus.3:SiloEroga
cerealeZla, 4: MiscellatleOuS iD.eluding

HolopaTumeCuS,C†)やEoPhilusand Palorus,
5:Mo7ZOmOrium タharaonis,6:Carz･ophilus
Pilosellus,7:psocids.8:EphestL'acauぉIla,
9:parasites.F:fum igation.

ると,コクゾウ,イエヒメアリ,コメノケシキスィ,

オオコクヌスト,寄生蜂類,コナマダラメイガ,バク

ガSL'LoErogacerealellaおよびチャタテムシ塀であっ

た(第1表).

誘殺虫の目別では,鞘効目85.0/oo/,鱗題目2.3%,

既麹目11.8%,噛虫目0.7%,その他 0.2%の割合で

ある.

倉庫内の害虫分布

抑迦目は床に近い トラップほど多くの個体が誘殺さ

れ,上層部の俵上や窓下,麦フゴ内におかれた トラッ

プにはごく少いかあるいは全く誘殺されない. これに

Table2.Verticaldistribtdiotl Of the ric°

weevilinstacksestimatedby thenumberof

emergedadlユltspergram ofthericethat

wereremovedI)yasamplingprobeandkept

at300,60-70% R.H.for30days.Total

weightofsamplesis712.2g.

samplingtierlFeor･gorfaemmE;g,eidc三

Average l 0.714

Totalnllmber
ofweevils
emerged

対し餅週目の成虫はその飛期活動のため,誘殺虫の大

部分または全部が成虫であった.バクガ,ノ_シメコク

ガPIodiainteT･PuncEelLZ,コナマダラメイガの60-

70%が麦フゴおよび窓下に置かれたトラップで採袋き

れた.以下式要なものについて詳述する.

コクゾウ : 誘殺個体はすべて成虫である.誘殺数

は床上が最大で,くん蒸前は40.5%,くん蒸後は52.5

_%を示した.誘殺数は上層部のトラップはど少くなる.

玄米を垣技抜き取りぎゃで採集してそれより羽化する

成虫数を 300,00% R.H.で30日間 しらべた結果

においてもこの幌向は明瞭にみられた (第3図,節2

読). 米麦俵より離れるにしたがって トラ.ップ当りの

1日平均誘殺教は減少する.くん蒸直後と調査末期の

2回だけ,月i円のトラップに比し,躍外入口附近にお

いた トラップが高い誘殺数を示した. これは前者では

く＼ん兼によるコクゾウ成虫の戸外への脱出,後者では

越冬のための成虫の移動によると考えられ,この時期

47 Bul 1557 580

凪 instrawybasket

EE)bythewindow

Ⅲ皿5th section(top)
匡]4th section

囚 3rdsection

図 2p.dsection

ESglstsection

⊂コfloorlevel

Fig･3･Perceqtagerepresentationoftheverticaldistriblltion ofiD･SeCtS･NumericaH etterabove

each co一t-n denotesthe totaln叩Iberofi甲eCtStrapped beforefumiga.t王Qn(B),arLd 叫er

fumigation(A)._
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Tab一e3.A comparison ofthenL.Jrnberof

insectsJt,appedbeforea,.aafte,i.im'gation.

No.ofinsectstrapped

慧 芸 I慧誌
PL'odL'ainEerPuTICEella

APhomzlagubrゐ

SiEotTOgaCereal_pZla

Micro･coleoptera

CabT:drl0TyZae

TenebroidesmaurZねtlEcus

MonomoriumphLZT･ao12is

CaTPoPhl'lusPilosellus

EPheILlacautelZa
■parasites

しく異なる (節3図).

バクガ,ノシメコクガ,コナマダラメイガ : これ

らの成虫は前述のごとく大部分が窟下や麦フゴ内で誘

殺された (節3回). 誘殺された成虫の性比は,8が

少い.コナマダラメイガの168頭の内 13･0,00', ノシ

7 メコクガ29頭の内48･2%,バクガ19頭の円29･3JQo'

O が8であった.How･e6';cottere11D 等が,Nigeria

27 で右舷水 トラtップでえたコナマダラメイガの性比は8
37 はそれぞれ30,24女でやや多い.ノシメコクガは43%

2658 ではば筆者の結果と等しい.

160 イエヒメア.) : 誘殺されたのはすべて成虫でくん

2111 蒸後である.位上における分布はオオコクヌストのそ

1557 れに近い (節3印 ･ その垂直分布を時間的に追跡す

240 ると侵入垣後は床上に最も多く上層部はど少いが,時

560 問の経過とともに上層部での誘数数が多くなり,つい

には倉碓南佃の細かい砂中で多数の成虫が越冬状頂に

入っているのが観察された.200頭の瞭誠をほどこし

た成虫を台碓中心部で放し旭日後に6%のものが トラ

ップに誘殺されたが,再捕個休の1/4は4段,5虚位

に設ETBした トラップで採放されたが,零下や麦フゴ内

では採放きjlなかった.

オオヲクヌスト: コクゾウのような興型的な上昇

性伝播様式は7)みられないが,床上および下段俵上に

mtliいたトラップの誘殺数は全体の50%前後をしめた.

また投上層部の5段位上ではくん蒸厄前の最も個体数

が多かった時に探究されただけである.麦フゴや窓下

の トラップではコクゾウは10-15%誘殺されたが,杏

荘では成幼虫とも全く採砧されなかった (第3図)･

コメノケシキスイ : 成幼虫とも誘殺されたが,大

部分はくん蒸後に誘殺された(節3衷).コクゾウ同様

上昇性伝播様式を示し,床上から3段位上までの トラ

ップで全誘殺虫敬の98%以上が誘殺された(節3図).

,イッテンコ､クガ AL,homiagu,Tarts: 誘殺成虫13

銃の内12頭は床上で誘殺された.窓下や'麦フゴ内では

全く誘殺されなかった点は他の堺田目成虫といちじる

帥品t!tu
a
o
J
a
d

oE
in
sec..8JdayJlrap

Fig.4.SeasonalprevalenceoftrappedcllrVe

ofMonomon'um pharaollisonricestacks

(right).Relativeablndanceofadultsatdiffer-

entlelvelsonTicestacks(left).G:floorlevel,

1,2,3,4,and5represetltthesectionofstqCkst

には4段位上で大部分の個体が誘殺された･これはア

I)が食物をもとめて噺次下層部より上屑部へ痩動する

様子を反映したものと考えられる (鍔4回).

寄生蜂 : 誘殺された寄生蜂の大部分はコクゾウを

寄主とするコガネコパチ窺 Pteromalidaeの成虫であ

る.分布は鱗包Elと抑初日の特徴を同時に示している･

すなわち窓下および麦フゴ内で総誘殺虫数の約40%

が誘殺され 俵田みでは上層部ほど噺減している･前

者は成虫の飛期活動を反映し,後者は寄主の分布を反

映したものと考えられる (第3図).

チャタテムシ祝 : 大部分はくん恭後に誘殺 され

(節3表),その分布は比較的鞘廻目によく似ている･

これはこの祝がコクゾウなどによって食苔された穀粒

を食う2次的食性のものであることによると思われる

(第3図).

.個体数の季節的消長

昆虫の誘殺曲緑は現象的にくん蒸処理を坑として3

つの即に分けうる.

I. くん蒸前(6月初旬～7月下旬)に誘殺曲緑の山

がみられた柾額 (節3象,第5図).

ノシメコクガ : 誘殺個体は成虫のみで,山は6月

初,中旬にみられた.

イツテンコクガ : 山は7月初,中旬にみられたが,

7月中旬には老熟幼虫が多く誘殺された.ここでみら

れた山は2化期のものと思われる.

バクガ : 幼虫は穀粒内で成育するため成虫のみが'

誘殺される.6月初旬頃より次第に誘殺数が増加し,

イツテンコクガ同様,7月初中旬にかけて盛大となり

ふたたび減少する.この山は2化期のものと考えられ

る.くん茶前にはフゴに入った前年度産の小麦しかな

く,新しく収供された大麦は収納されていなかったの

167
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Fig.5.SeasoD.alprevalep.ceoftrappbdinsects.

Blackcircle:ntlmberofinsectstrappedper

.daypertrap on rice,crossmark:thatof

iD.SectsOnbarley,whitecircle:totalml,mber

ofir･.sectstrappedip.thepremises.

Nole:1)BarleywasbrotlghtiD.thepreriises

at thetime､offtJ.migatiom 2)Adtl.lts of

EphesliacauteIlawereomitted･iD.thecom-

甲risonbetweenriceaD･dbarley･ 3)Micro･

coleoptera incllエdes Holoparamecus spp.,

Cr3ptoPhilusspp.,ap.a.Pa.Torusl'L7LzebuTgZ'.

で,バクガの大部分は玄米より羽化したものと思われ

る.くん蒸後にも,麦俵上のトラップでは1頭もとれ

ず,米俵上でのみ誘殺されたこともこれを黙付けてい

-る.

小型鞘迎目 : 主に CrnloPhz.Zus屈,Holopa-

ramgcus屈のものが大部分を占める1群の小型輯辺目

である.

調査の始めから少数のものが誘殺され7.月初旬に山

がみられくん蒸後に尾を引いて減少する.

以上のものは,くん蒸前の全誘殺個体数からみれば

全部を合せても約3%しか占めない担萩で,誘殺虫数

が成大の時でもノシメコクガ1･6,0g, イ ･7テンコクガ

1開

1･0%,バクガ3.6プo', 小型鞘週目5.1%であらた.

2. 誘殺曲線の上昇途中にくん蒸が行われたために.

くん蒸時を山として個体数が減少した種類.

コクゾウ : 7月初旬までは誘殺数は減少の幌向を

示しているが,これは後琴のオオコクヌストによる捕

食以夕日こ越冬成虫の死亡にもよると考えられる.新羽

化個体は7月初旬頃より誘殺きれだし,くん茶直前の

7月下旬 にはトラップ当り1日平均1,2琉にまで増

加し,この時の新羽化個体もふくめたコクゾウの誘枚

数は1トラップ1日平均28.1頭に遷した. くん蒸に

よって誘殺数は急激に減りくん蒸直後の8月中旬には

3.0頭となりくん蒸前のどの時期よりも少なかった.

以後9月中旬まで徐々に減少し,9月下旬に新羽化個

体が誘殺コ●クゾウの12.8%をしめ,いずれの時期より

も高い価を示したが,全体としての誘殺虫数の増加は

これに反しわずかで減少の大勢はかわらず11月初旬に

至っている.減少の1因はコクゾウ成虫の越冬のため

の脱出によると考えられる (第4表,節6図 A,C,).

-麦俵と米俵での誘殺数を比較すると,米俵では一時

的に減少したのちふたたび新羽化個体の出現によりく

ん蒸直後の個体数にまで回投じた.麦抜上ではほとん

ど増減がなく後矧こは減少している.後期の減少は米

･麦の両者でみられるが,これはjクゾウの戸外への

脱出および羽化がもはやみられなくなったことによる
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Tab一e4.Thep.t!_mberofCohTZdraoTyZaeI
emergedfrom eachsampleofthericetaken

ollthreedifferentdates,-art.dthepumbersof

C.oryZae c_D.d Tenebl･oE'des ナ批はrfLanicus

fotndiD.eachsだllpleatthetimeofsamplip.g.

Samplip.gdate I29ハIL12/Ⅶl21/Ⅶ

Ntmberofsamples 15 I13 1ll

Totalweightofsamples(g.)1229.71238.9

●Attlletime

'OfsampliD.g

Numberof
lJISeCtSem-
ergedwi血王n
30daysat
300,60%R.
.ド.

竪 Ii li l旦

C.oTyZaCadults

T.仇auJiねnicus
larvae

と考えられる(第6回B).

くん蒸前に3回,1回約 15gの玄米を,5段の米俵

の各段より原則として3位ずつえらんで玄米を抜き取

り,その時に発見された昆虫の担額と数を調べてとり

除いた'のち,米のみを300,60%R.H.の条件下で30

-日間にわたって羽化してくるコクゾウを調べた (節4

衣). 各時期のサンプルとも羽化個体数は㌶ 日日に

放苗になった.かくしてえられた3つの羽化曲線から,

くん茶を行わなかった時のコクゾウの個体数を推定す

ると,誘殺数はくん茶厄前の7月31日の28.1銃に対

し,8月3日は38.0頭 (成虫密度は 0.23頚/g)8月

11日は91.8頭(成虫密度は 0.55頭/g)となり,条件

が許せば10日後には約3倍にもなっていたと考えら

れる.また標識をつけたコクゾウの再捕率よりくん蒸

垣後の位外部にいるコクゾウ成虫の個体数は約1,300∫
頭と推定された.

･オオコクネスト: この虫は米の旺部を食苔するの

■みならず,コクゾウその他の苦虫の捕食虫として知ら

れている4･15). コクゾウの誘殺曲紋と異なる点は,7

月中旬に1時的な減少をみた以タtは増加の幌向のみを

示す.くん蒸後は急故に減少する.誘殺されたのは成

幼虫であるが,7月中旬までは成虫のみが誘殺された

のに対し,これ以後では誘殺虫のうち老熟幼虫の割合

Table5.Agedistribt王tioD.OfT.mauriね nicLLS
p.fterar･.abeforefumigation.

Afte∫
fumigation

20 t 32 f-95 1147

節 23 巻一打

が脚h'し,その煩向はくん茶前までつづいた.く/I,茶

.後には成虫はほとんど誘殺されず,大部分は未成熟幼

虫で,その8,00'以上は体が切断きれてし.iた.これはく

ん蒸後侵入してきたイエヒメア.)が幼虫を捕殺しその

道撤途中にトラ-)プにかかったものと考えられる.変

位と米位では,前者ではほとんど誘穀されなかった点

はコクゾウ同様である(釘5表,第7図).

3. くん諮後に誘設個休が増加し,誘殺曲緑の山が

みられた柾塀.

イエt:'メア･): くん蒸前には全くみられなかった

が,くん蒸宙後より急速に侵入増加し9月初句に胸椎

数は扱高となりそれ以後は急速に減少した (郡7図).

アリの捕食虫としての役割は,オオコクヌスト幼虫の

8%もが体を切断されていたこと,コメノケシキスイ

幼虫がア')によって運ばれているのが観祭きれたこと

などから相当大きいものと思われる.先にふれたごと.

くア.)の分布がくん蒸後のオオコクヌストのそれに非

常によく似ていることは,アリがもっぱらオオコクヌ

スト幼虫を餌として行動したことを間接的に示してい

る(節3図).米俵と麦位での誘殺数を比較すると白人

したア1)は大部分が米抜上にみられ麦抜上には短期札

少数個体がみられたのみである(第7図).:
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コメノケシキスイ ; くん蒸前には少数の成虫が誘

穀されただけであったが,くん蒸後には多数の成幼虫

が誘殺された (第3表). くん蒸後約3週間経過した

9月初旬頃より誘殺され始め,それより3週間後には

最高値に達し,ふたたび急速に減少した.誘殺虫のう

ち幼虫は50%以上をしめ,とくに増加期には90%以

上が幼虫であった.そして誘殺虫の大半は米俵上でと

れ,麦俵上では皆無に等しかった(第7回).

コナマダラメイガ : くん蒸前にも少数がつねに誘

穀されてLJlたが, その大部分はくん蒸後である(第3

衣).誘殺曲線は コメノケシキスイ とよく似た様相を

示レたが,くん蒸肩後にも少数誘殺され 末期に誘殺･

数が増加した点がちがう(第5図).末期の増加は総体

数の増加ではなく,亘れまでの誘殺個体のうち幼虫の

占める比率は30%以内に対し,末期では85%が老熟幼

虫であったため,成虫と幼虫の行動差が反映したもの

と考えられる.幼虫は,調査末期に米俵上の誘殺数の

半数が麦俵上で誘殺された以夕は すべて米俵上でのみ

誘殺された (第5回). 表俵上の幼虫はおそらく米俵

円で老熟した幼虫の嫡化のための移動によるものと考

えられる.

寄生蜂 : 9月 中旬頃より増加しだし,9月末,10

月初に最高となり調査末期の10月中,下旬においても

なお相当数がみられた.米俵と麦俵での誘殺数は他の

担税でみられたような顕著な差がなかった(第7回).

これは寄主のコクゾウの誘殺数が米と麦で他の種類ほ

どには差がないこと,成虫の飛邦能力が米,麦間の差

を打消すことによると思われる.

チャタテムシ類 : 誘殺曲線の山は9月初旬にみら

れ,ふたたび減少し調査末期までほとんど増減なく少

数のものが誘殺された.

･考 察

くん蒸前に比較して_=メイケシキスイは約220倍,

コナマダメライガは約6倍の増加がくん蒸後にみられ

た.聾者が京都地方において7月と9月の2回各所の

米麦を調査した際にみられた両班の発見琉皮は7月に

55,9月に40のサンプルのうち,コナマダラメイガは

7月:16.3%,9月:12.5%,コメノケシキスイは7月

:5.5%,9月:0% でこれら両超が9月にとくに多く

みられるわけではない.くん蒸によって天敵の勢力が

減じたことが,異常増殖をもたらしたとも考えられる

が,くん茶後侵入したイエヒメア.)は少くともコメノ

ケシキスイ幼虫の一部を捕食したと考えられ,天敵勢

力の減退がこの異常増野の原因とは考えたくい･貯蔵

穀物では,無波苔の穀粒を加苦しうる1次牲苦虫が増

加一たあと,これら1中華 等申 こよって作らttT=砕米

弼

が2次位告虫の均軒をもたらすことが知られている.

これら2位の増加 ;米俵でのみみられ麦俵ではほとん

どみられなかったことは,くん茶前にコクゾウの高い

加害をうけていた玄米が,南榎の増殖に好条件を与え

たものと考えられる.

Osmun1】)は,Pyrenoneprotectantをビン貯蔵の

トウモロコシに混ぜてコクゾウの防除をおこなった場

令,処理区では後期に カクムネヒラタムシ.C,つPto-

1estes spp.が,無処理区では ノコギ))コクヌス ト

Oryzaephilussurinamensisが増加したことをみた.

本調査ではくん蒸前はつねにフクゾウが誘殺個体の大

半をしめたが,くん蒸後には時間の経過とともに犀占

軽は変化し,その種類構成も複雑になっ､た.､三井19'は

実験的にメチルブロマイ ドくん蒸をした時,寄生蜂が

寄主よりも薬剤に対する抵抗性が弱いため寄生効果が

減って,/皆虫の異常増殖がおこる可能性を指摘したが,

この調査で誘殺された寄生蜂は大部分コクゾウを寄主

とする寄生蜂で,少くともここにみられたような在校､

の異常咽勅はこれとは横柄がことなるものと考えられ

る.

吉田167は,宮崎県においてコムギ,ハダカL'ギでの

コクゾウの季節的消長を調べた結果,8月初句に個体

数が最高になることをみた･抜き取り調査による推定

では8月11日には,コクゾウの成虫密度は平均0.55頭

/gで;特に1,2段俵では 1･25-1･31敢/gにも′なる

(第2表).潤 と成虫からなるコクゾウの密皮が250で

0.44頭/gになれば発熱現象のため 2.3■週間以内に

生存できなくなるといわrttている13'. Le Pelleyand

Kacktm 12)が小麦を2年にわたり調べた所8月に成

虫密度が 0.31頭/gで最高になわ以後個体数は減少し

た.したがって本調査でも,くん蒸処理を行わなくて

も81】中旬前後を境としてコクゾウの個体数は減少の

偵向をたどるのではないかと想像される.

本調査でみられた種類相を,筆者9)が近畿地方でお

こなった結果と比較すると,ふつう穀規で高い発見琉

皮を示す コクヌキトモドキ Trf'bolium caslaneum,

ノコギt)コクヌスト,コメノシマメイガAglossadi-

midz'aLa･ココクゾウCalandra.sasakiiがごく少数
または全く発見されなかった.他方,菌,カビ類を･(

う小型鞘紐目が相当数誘殺された.･

河野7)は告虫の繁殖伝播様式を上昇性伝拓様式と下

降性伝播様式の2つに分け,前者はコクゾウ,ココク

ゾウ,ナガシンクイ RhiR:OZ･erEhadominicaなどの

甲虫類にみられ,歩行によって伝播するため米麦俵の)
下部より上昇的または横行的iこひろがり,後者はガ類

による被告の伝拓様式で,その活動性から産卵が上層

部に行われるためとしている/WilsonandGay14)ち

笥税みの小安では.ココクゾウ(smallsti血 )の加古
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は下層より漸次上層部へ拡がるから被告部位の古きに

よって被害の程度がわかると述べている. この調査で

ち,'コクゾウ,オオコクヌスト,コメノケシキスイな

どの鞘辺目の俵上での分布は上界牲伝馬様式を反映し

た分布を示した.また歩行のみによるイエヒメアリの

侵入はこれら鞠辺目同様の上昇性伝搭様式 を示 した

(節3,節4回).

ガの分布は,主に成虫の捕殺数を基礎としたことと

個体数が少いためにいわゆる下降性伝摺様式はみられ

なかったが,その分布は郁雄日とはいちじるしい相遠

を示し,麦フゴや窓下などの広い空間に両したトラッ

プで大部分のガの成虫が誘殺された点は特徴的で,こ

のことからその下降任伝拓の可能性が考えられる (節

3回).

摘 要

良家の穀物倉縄における苦虫の分布,季節的消長,

クロールピク1)ンくん茶による個休数,控額相の変化

を調べた.調査には石鹸水トラップを佼用し,祁助的

に抜き取り法と標忍法を用いた.

1. 総計22616頭が誘殺され種類数は40樫以上に還

した く節1宏).

2. くん蒸前の誘殺個休の90%はコクゾウがしめ,

オオコクヌストがこれに次いだ'.くん詣後は琵街構成

は祝紗 こなり,優占種も時とともに変化した(節2回).

誘殺虫の目別では,靭週日85.0%,城辺目2.3%,膜

週目11.8%,噛虫日0.7%,その他0.2%の割合であ

った.

3. 苦虫の分布は成虫の行動,成幼虫の食性によっ

て,それぞれの種による特徴を示した.鞘週目は上昇

牲伝拓様式を示し,俵研みの下層部ほど個体数が多く

なる.窓下やフゴではほとんど捕殺されないが,鱗辺

目では大部分が窓下やフゴで捕殺された.寄生蜂矧ま

両者の中間的な分布を示した.イエヒメア.)は鞠週目

に,よく似た分布を示し,とぐにオオコクヌストの分布

といちじるしい葡以を示した(第3図).･また時間の経

過にしたがってアリの上田部への移動がみられた (節

4回).

4. 昆虫の誘殺曲繰により,1)くん講説 (6月初旬

～7月下旬)に誘殺曲線の山がみられた柾斑:ノシメ

コクガ,イッテンコクガ,バクガ,小型靴迎日 2)読

殺曲線の上昇途中にくん蒸が行われたために,ーくん蒸

時を山として個体数が減少した柾獄:コクゾウ,オオ

コクヌスト 3)くん蒸後に誘殺個体が増加し,誘殺

曲線の山がみられた種斑:イェヒメアT),コメノケシ

キスィ,コナマダラメイガ,寄生蜂,チャタテムシ類

の3矧 こ分けうる (第5,6,7回).

5･ くん詐処喝を行わなか?たら.10日後にはくん

郡 23 巻-Ⅳ

蒸処理時のコクゾウ密度の3倍以上を羊なったと想放さ

れ,この時の玄米円での成虫平均密皮は1g当り0.55

だiに遜する.

6. オオコクヌストはくん蒸前後においてその年令

構成が逆転した(節5表).またくん蒸後には侵入して

きたイエヒメアリのため体が切断された幼虫が8%に

も述した.

7. くん諮後にみられたイエヒメア))の侵入増加,

コメノケシキスイおよびコナマダラメイガの異常増Hi
はすべてくん蒸跡をコクゾウの高い加害をうけた米抜

上で観黙され変位上ではほとんどみられなかった.こ

の原因について考群した(第5,7図).

文 ′献

1) Coombs,C.W.弧d J.A.Freとman･.Bull.

Ent.Res.46,399(1955).

2) Cotterell,G.S.･.Bull.Ent.Res.43,145

(1952).

3J Golding,F･D･･･Bull･Ent･Res･.32,123

(1941).

4) 春田俊郎 :昆虫 ー17,20(1949)･

5) Hisamatsu,S.:Men.ノEIlimeUniv.ⅤⅠ,6,

163(1956).

6) Hove,0.W.:BlllL ED.t.Re_5.43,111

(1952).

･7) 河野常盛 :米麦貯蔵の理論と実際,末京 (1951).

8) 桐谷圭治 ･･応昆 12,､217(1956)･
9) - :応動昆 1,8(1957).

10) - :応動尾大会講演要旨 く1957).'

ll) Osmt皿,J･V.:J.Eco.Ent.47,462(1954).

12) Le Pelley,A.ap.aS.Kockum:Bull.ED.t.Res.

45,295(1954).

13) Solomozl,M.E.:Trams.､ⅠⅩth ht.Cong.

Ent.2,235(1953).

14) WilsoD.,F.aD.aF.J.Gay:Col凪 Sci.Ind.

Res.Bull.207(1946).

15) 苗桁 奨 :米穀の吉虫と駆除予防,東京 (1931).

16) 吉田敬治 :応動昆大会苅田要旨 (1957).

RきstLtn6 _

Qtuntitativeinvcst三gationsoftheinsectpopu-

lationand･distriblltionofstacksofriceandwheat

storedinafarm premisesweremadefrom May

30thtoNov.3rdiD.1954(Fig.1).Thesoap-solo.tion

trapsyereusedforestimatingth占numberofin-

sects.Atotalof22,616insectindividllalsandmore

th an40Specieslladbeentrapped.Thenumerous

speciesh descelldi叩 OrderoftheirabundazICeS
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weregivenillTable1.TherelativeabtndanceS

oftheiIISeCtOrderswererepresentedAsfollow･

ing, Coleoptera 85.0%, Lepidoptera 2.3%,

HyIもenopterall.8%,PsocopteraO･7%,andthe

remaining0.2%.

AThefalmalcomposilioD.hadbeenundergonea

greatcllaZ).ge･Sip.Cethefumigationwasmadeh

thebeginningofAug.There一ativeabtmdanceof

eachspeciesbeforefumigationasfollowiD.g,CaJTan-

dra90%,TeTZebl･oides7%,andtheremaining3%.

Aftcrthoftlmigp.tioIlthedomiD.aD.tspecies'altered

BtlCCeSSivoly;CGlandra･･Ca.tundra,aD.aMonクmO-

rlum→MonomorL'um→Carpoz,h2-lus-CalandT･O,aP.d

therelativeabll.ndaD.CeSWeretheCalalZdra35.4%,/

theMoTW甲Orium2811%,theCarpophiJTus20･8%,

theparaS王tes7.5%,theEpheslia3.12%,theTe-

TZebrol'des2.1%,andtheremainiD.g3.0%(Fig,2).

Itwass占en thatttherewasadistiD.guishable

differeD.CebetweeD.theColeopetra.ap_atheLepi-

doptcrajntheverticaldistributiop.･Themlmber

ofcoleopterousiD.Sectsdecreased on ascendiD.g

thestacks.ExceptforAphoml'agutal'is,mostof

theLepidopteratrappedw･ereadt).lts,8.r･.asixtyto

sever.tyPerCeP.tOfthem werecallghtbytlletraps

settledop.stlChplacesaswiD.dow,strawybF.Skets

aD.atoptier.ButtheadtlltsofA♪homiagulan.s

maip.lyattractedinthetrapsonfloorlevel(Fig.

3).Itwasalsop.otedthattheverticaldistribution

oftheMonomoriumwhichhadiD.Vadedafterthe

fumigatior･.showedaresemblancetotll-?.iOfthe

Tenebroides.Monomorium ap.tSmovedtlpWards

astimepassedoD.(Fig.4).Parasitesshtowedan

iD,termediate type in distriblユtion between the

Lopidopteraap.atheColet〉ptera.Thisisbecause

theirparasitichabitdepending on thecoleop-

.terotユShostsontheonehart.d, andth_eiraerial

lifeontheother(Fig.3).

hsectspeciesWere divided in threegroups

accordiD.gtO their 上ra.ppip.gcurves(Figs.5,6

and7). ＼

1.Thespecieswhichshowedapeakoftrap-

pip.gcuⅣebeforethefun igatiop.(thefirstpart

ofAug･):PZodEん7'nEeTPu,!ctella,AphoTnE'agu･Taris.
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Sl'LoLrogacereatella.

2.Thespeciesbeip.g inproc'es90finc'rease

whenfumigated:Calム〃d;ao'3'3We,Tenebroldbs

maurita～z'cus.

3.Thespeciesincreasedinnumberafterthe･

fum王gation:Monomoriumpharaom'S,CaTPoPhilus

i･iIosellus,Ephestiacautella,parasites,psocids･

Thefirstgroupwasnip.orspeciesofthefatna

thr6ughotltthissuFvey･Themaximun D･umberof

eacllSpeciesillPerCeD.tagCStOthetotalnllnber

ofi占sectSWerethePLodia1.6%,theA♪homia

1.0%, the SL'10lroga 3.6%, ap.d the microI

coleoptera5.1%.

Usip.gasamplingprobe,atotalof712.1g of

ricewasremoved forthreetimesbefore the

ftlmiga_tiom Theemergeti.cecllrVeSObtaip.edat

300forC･otyzae show peakson 22D･dday

afterthcsamplip.gs.Theestimatedpopulation

densityofC.olygaemiglltbeincreasedasmuch

asthreetimesafter10days,aD.dthe●adultdensity

占stim?.ted0.55ad13.1tspergram ofrice(Tables2

and4). I

The age distriblユtion of the Tenebroz'des

reversedbythefumigatioD.aSSl10WnintheTable

5.Ofeightpercentofthelarvaetrappedafterthe

fumigatioD.theirbodieswerecutoffbytheant･

Thep.timbercaughtwere,oftheEphesLia38

beforethefllm王gation,240aftertheftimigation,

of the Carpophilus7 aD.a 1557 respectively

(Table3).Thegreaterpartsofbo血specieiwere

caughtoD.the去icestacks.Itmaybeconsidered

thattheseiD.Creasesare-catェsedbythefactthatthe

ricedamaged･bytheCalandraprovidedasuit-

able cop.dltior･.forthe reprodtl_Ction of such

secoD.丘arypests.

Makr･.g a comparison betweer･.the common

fatlJ3.aOfthestored prodllCtS Pests in Xhki

districtap.dthatofthispremises,itwasnoted

thatTn'boliumcasLaneum,OTyZaePhi,TugsurinamI

ensz'S,Aglossadlm2'diataandCalandrasasakli

thatwererathercommoD.specieswere four.a

veryfeworD.OIle,


